
佐
藤
議
員
の
賛
成
討
論

（
概
要
）
は
次
の
通
り
で
す
。

坪
井
前
市
長
の
負
の
遺
産

と
い
う
難
題
を
抱
え
、
宮
嶋

新
市
長
の
初
の
予
算
編
成
で

し
た
が
、
一
歩
で
も
前
に
進

む
意
欲
が
見
ら
れ
た
こ
と
を

評
価
し
た
い
。

稲
吉
南
に
購
入
し
た
約
２

８
，
０
０
０
㎡
の
土
地
活
用

に
つ
い
て
は
「
賑
わ
い
の
あ

に
ぎ

る
都
市
公
園
」
な
る
構
想
よ

り
、
産
婦
人
科
や
小
児
科
を

設
置
す
る
条
件
を
付
し
た
神

立
病
院
と
の
交
渉
を
進
め
、

か
す
み
が
う
ら
市
に
総
合
病

院
を
誘
致
す
る
方
向
で
努
力

す
べ
き
で
す
。

（
仮
称
）
千
代
田
サ
ー
ビ

ス
エ
リ
ア
か
ら
の
ス
マ
ー
ト

イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
事
業
に

は
反
対
だ
が
、
国
土
交
通
省

か
ら
昨
年
９
月
30
日
に
認

可
さ
れ
た
状
況
を
踏
ま
え
、

県
道
：
土
浦
～
笠
間
線
の
上

稲
吉
及
び
下
佐
谷
地
域
の
道

路
が
狭
く
危
険
で
あ
る
こ
と

を
考
え
る
と
県
と
交
渉
し
、

県
と
共
同
で
同
県
道
の
バ
イ

パ
ス
化
を
図
る
こ
と
が
有
効

で
す
。

霞
台
厚
生
施
設
組
合
の
負

担
金
に
つ
い
て
、
霞
台
旧
ご

み
処
理
施
設
の
解
体
費
用
を

計
上
し
な
い
の
は
当
然
で
あ

り
、
評
価
さ
れ
ま
す
。
【
３

面
参
照
】

子
育
て
支
援
に
つ
い
て
、

「
市
独
自
に
子
育
て
世
帯
へ
、

子
ど
も
一
人
当
た
り
３
万
円

を
給
付
」
「
満
３
歳
未
満
児

で
第
２
子
の
保
育
料
を
無
料
」

は
、
評
価
さ
れ
ま
す
。
全
国

的
に
学
校
給
食
費
無
償
化
の

流
れ
が
加
速
し
て
い
ま
す
。

当
市
は
少
子
化
・
高
齢
化
が

進
ん
で
お
り
深
刻
な
事
態
と

な
っ
て
い
ま
す
。
市
長
は
、

学
校
給
食
費
無
償
化
に
前
向

き
な
姿
勢
が
見
受
け
ら
れ
ま

す
が
、
ぜ
ひ
と
も
早
急
な
実

現
を
望
み
た
い
。

デ
マ
ン
ド
型
乗
合
タ
ク
シ
ー

の
運
行
に
つ
い
て
利
用
料
を

６
０
０
円
か
ら
３
０
０
円
に

引
き
下
げ
た
こ
と
や
霞
ヶ
浦

地
区
と
千
代
田
地
区
の
相
互

乗
り
入
れ
が
一
部
可
能
と
し

た
こ
と
は
評
価
で
き
ま
す
。

住
民
か
ら
の
要
望
で
あ
る

生
活
道
路
に
つ
い
て
、
維
持

管
理
費
が
５
，
５
０
０
万
円

と
令
和
３
年
度
実
績
と
比
べ

少
な
す
ぎ
ま
す
。
増
額
す
べ

き
で
す
。
補
正
予
算
で
の
対

応
を
考
え
て
も
ら
い
た
い
。

何
よ
り
も
自
治
体
の
一
番

の
役
割
は
「
住
民
の
福
祉
と

暮
ら
し
を
良
く
す
る
こ
と
」

で
す
。
宮
嶋
市
長
に
は
、

「
住
人
こ
そ
主
人
公
」
と
の

立
場
に
立
っ
て
市
政
に
望
ん

で
頂
き
た
い
こ
と
を
申
し
上

げ
、
賛
成
討
論
と
し
ま
す
。
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（１）２０２３年５月

学
校
給
食
の
無
償
化
は
子

育
て
世
帯
に
は
切
実
な
願
い

だ
。
最
近
の
働
く
人
の
４
割

以
上
が
非
正
規
雇
用
労
働
者

で
働
か
ざ
る
を
得
な
い
深
刻

な
状
況
だ
。
日
立
関
連
労
働

者
だ
っ
て
大
半
の
人
が
非
正

規
で
し
か
働
け
な
い
現
状
で

あ
る
が
、
中
小
零
細
企
業
の

雇
用
条
件
は
不
安
定
雇
用
の

極
地
で
あ
る
▼
教
育
部
長
さ

ん
、
「
予
算
が
な
い
」
「
や

る
気
は
あ
る
が
カ
ネ
が
な
い
」

は
、
ち
ょ
っ
と
つ
れ
な
い
で

す
ね―

。
佐
藤
議
員
が
明
石

市
長
を
例
に
本
気
度
（＝

や

る
気
）
を
強
調
し
ま
し
た
が
、

ま
さ
に
的
を
得
た
指
摘
だ
!!

▼
私
は
、
ネ
が
職
人
だ
か
ら

短
絡
的
な
面
と
そ
の
気
に
な
っ

た
ら
何
が
何
で
も
目
に
見
え

る
形
に
し
な
い
と
気
が
済
ま

な
い
命
が
け
の
意
地
を
背
負

う
こ
と
が
あ
る
。
い
わ
ば
職

人
的
心
意
気＝

や
る
気
で
あ

る
。
失
敗
す
る
こ
と
も
あ
る

が
、
成
果
の
多
く
は
真
か
ら

う
れ
し
い
も
の
だ
。
部
長
さ

ん
は
「
あ
ん
た
と
違
う
よ
」

と
言
う
で
し
ょ
う
が
。
ど
う

か
お
願
い
だ
か
ら
、
優
し
さ

と
や
る
気
を
市
民
の
た
め
に

よ
ろ
し
く
。
【
Ｈ
・
Ｋ
】

議

会

傍

聴

記
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宮
嶋
市
長
初
の
一
般
会
計
予
算

全
会
一
致
で
可
決
・
成
立

佐
藤
議
員

条
件
付
し
て
賛
成
討
論

第１回かすみ
がうら市議会２

０
２
３
年
か
す
み
が
う
ら
市
議
会
第

１
回
定
例
会
は
３
月
24
日
、
本
会
議
を
開

き
２
０
２
３
（令
和
５
）年
度
一
般
会
計
予

算
（１
８
１
億
４
８
０
０
万
円
）を
全
会
一

致
で
可
決
・成
立
し
ま
し
た
。

宮
嶋
新
市
長
の
初
の
予
算
編
成
で
し
た

が
佐
藤
議
員
は
、「
一
歩
で
も
前
に
進
む

意
欲
が
見
ら
れ
た
」と
評
価
し
賛
成
し
ま

し
た
。
し
か
し
、
国
民
健
康
保
険
予
算
に

は「
改
善
が
見
ら
れ
な
い
」と
し
て
反
対
し

ま
し
た
。

ま
た
、
懸
案
で
あ
っ
た
議
員
の
政
治
倫

理
条
例
の
制
定
は
全
会
一
致
で
可
決
さ

れ
ま
し
た
。

一
歩
前
進―

前
向
き
予
算

都
市
公
園
よ
り
総
合
病
院

の
誘
致
に
力
を
注
げ

県
道
土
浦
～
笠
間
線
の
バ

イ
パ
ス
化
を
図
れ

霞
台
旧
ご
み
処
理
施
設
の

解
体
費
負
担
金
ス
ト
ッ
プ霞台厚生施設組合の旧ごみ処理施設

子
育
て
支
援
に
学
校
給
食

費
無
償
化
を
急
げ
！

乗
合
タ
ク
シ
ー
利
用
料
金

が
半
額
に
な
る

生
活
道
路
予
算
の
増
額
を

住
民
こ
そ
主
人
公
の
市

政
を
貫
け
！



給
食
費
を
無
償
化
す
る
自

治
体
が
増
え
て
い
ま
す
。
２

０
１
７
年
に
は
小
・
中
学
校

と
も
学
校
給
食
を
無
償
化
し

た
自
治
体
は
76
だ
っ
た
の

が
、
昨
年
10
月
末
時
点
の

調
査
で
は
２
２
４
自
治
体
、

５
年
間
で
３
倍
と
な
っ
て
い

ま
す
。
茨
城
県
内
で
は
６
自

治
体
（
神
栖
市
、
潮
来
市
、

北
茨
城
市
、
城
里
町
、
大
子

町
、
河
内
町
）
が
実
施
し
て

い
ま
す
。
今
年
４
月
か
ら
は

日
立
市
や
境
町
が
小
中
学
校

の
完
全
無
償
化
、
水
戸
市
で

は
中
学
校
だ
け
で
す
が
無
償

化
を
決
め
て
い
ま
す
。

佐
藤
議
員
：
義
務
教
育

の
無
償
化
を
定
め
た
憲

法
第
26
条
に
基
づ
き
、

小
中
義
務
教
育
学
校
の

給
食
の
無
償
化
を
速
や

か
に
実
施
す
る
べ
き
で

は
な
い
か
。

教
育
部
長
：
学
校
給
食

の
無
償
化
に
は
大
き
な

財
政
負
担
が
継
続
的
に

必
要
な
た
め
安
定
的
な

財
源
確
保
と
い
う
面
で

難
し
い
。
県
内
市
町
村

の
状
況
も
参
考
に
し
た

上
で
一
部
助
成
を
含
め
、

慎
重
に
検
討
し
た
い
。

か
す
み
が
う
ら
市
の
１
年

間
の
一
般
会
計
予
算
は
１
８

１
億
４
千
８
百
万
円
で
す
。

学
校
給
食
費
の
負
担
は
約
１

億
５
千
万
円
。
率
に
し
て
み

ま
す
と
０
・
84
％
で
す
。

佐
藤
議
員
：
学
校
給
食

無
償
化
に
つ
い
て
財
源

が
な
い
こ
と
を
理
由
に

し
て
い
る
が
、
本
気
で

や
る
考
え
が
な
い
の
で

は
な
い
か
。

宮
嶋
市
長
：
継
続
性
も

真
剣
に
考
え
な
く
て
は

い
け
な
い
内
容
で
す
。

あ
れ
を
始
め
れ
ば
こ
れ

を
や
め
る
し
か
な
い
と

い
う
痛
み
も
伴
う
内
容

と
な
り
ま
す
の
で
、
だ

ん
だ
ん
よ
く
な
っ
た
な

と
感
じ
て
い
た
だ
け
る

よ
う
努
力
を
し
て
ま
い

り
た
い
。

佐
藤
議
員
は
「
ほ
か
の
市

町
村
が
無
償
化
を
進
め
て
い

る
。
結
果
的
に
バ
ス
に
乗
り

遅
れ
て
し
ま
う
」
と
述
べ
、

早
急
な
決
断
を
求
め
ま
し
た
。

令
和
３
年
度
の
調
査
に
よ

る
と
、
教
材
費
の
保
護
者
負

担
額
は
、
１
人
当
た
り
小
学

校
は
年
間
１
万
２
５
０
０
円
、

中
学
校
は
２
万
４
０
０
０
円

で
す
。
小
学
校
で
約
２
３
０

３
万
円
、
中
学
校
で
は
２
５

４
９
万
円
、
合
計
で
４
８
５

２
万
円
と
な
り
ま
す
。

佐
藤
議
員
：
学
校
給
食
と

と
も
に
、
教
材
費
な
ど

義
務
教
育
に
係
る
費
用

は
無
償
に
す
べ
き
で
は

な
い
か
。

教
育
部
長
：
本
市
と
し
て

は
、
現
状
、
学
校
や
学

年
、
ク
ラ
ス
な
ど
、
全

体
で
使
う
も
の
や
共
用

す
る
も
の
を
公
費
負
担

と
し
て
い
ま
す
が
、
成

果
物
が
還
元
さ
れ
た
り
、

最
終
的
に
個
人
所
有
と

な
る
も
の
な
ど
は
私
費

で
の
購
入
を
基
本
と
し

て
い
ま
す
。
し
か
し
、

家
庭
で
の
使
用
頻
度
が

低
い
と
考
え
ら
れ
る
カ

ス
タ
ネ
ッ
ト
の
よ
う
な

も
の
や
、
適
正
・
安
全

な
管
理
と
い
う
面
か
ら

彫
刻
刀
、
は
さ
み
な
ど

の
刃
物
類
な
ど
を
対
象

に
共
有
品
と
し
た
い
。

◇

今
後
は
、
カ
ス
タ
ネ
ッ
ト

や
彫
刻
刀
な
ど
の
刃
物
類
は

公
費
扱
い
と
す
る
こ
と
で
、

保
護
者
負
担
の
軽
減
に
繋
が

り
ま
す
。

２０２３年 ５月（２）かすみがうら新聞１４８号

小
中
義
務
教
育
学
校
の
学
校
給
食
無
償
化
と

教
材
費
の
保
護
者
負
担
の
解
消
を
！

佐 藤 議 員
一 般 質 問か

す
み
が
う
ら
市
議
会
第
１
回
定
例
会

の
一
般
質
問
で
佐
藤
議
員
は
３
月
６
日
、

「
小
中
義
務
教
育
学
校
の
学
校
給
食
無
償

化
と
教
材
費
の
保
護
者
負
担
の
解
消
」
を

市
当
局
に
求
め
ま
し
た
。

宮
嶋
市
長
は
「
保
護
者
負
担
の
軽
減
だ

け
で
な
く
、
質
的
な
内
容
の
充
実
と
か
様
々

な
ア
プ
ロ
ー
チ
が
あ
る
と
思
っ
て
お
り
ま

す
の
で
、
少
し
で
も
多
く
で
き
る
よ
う
に

頑
張
っ
て
い
き
た
い
」
と
応
じ
ま
し
た
。

教
材
費
に
つ
い
て
教
育
部
長
は
「
彫
刻

刀
や
は
さ
み
、
カ
ッ
タ
ー
な
ど
の
刃
物
類

を
公
費
で
備
え
た
い
」
と
答
弁
。
一
部
で

す
が
保
護
者
負
担
が
軽
減
さ
れ
ま
す
。

一
般
会
計
予
算
の

０
・
84
％
で
無
償
化
は

可
能
！

加
速
化
す
る
給
食
費

無
償
化
自
治
体

学
校
給
食
費
無
償
化
に
関

わ
っ
て
佐
藤
議
員
は
「
子
ど

も
の
貧
困
対
策
と
し
て
就
学

援
助
制
度
を
広
げ
る
こ
と
も

大
事
だ
」
と
述
べ
た
上
で
、

「
申
請
が
必
要
な
た
め
、
全

て
の
困
窮
家
庭
に
行
き
届
い

て
い
な
い
と
い
う
実
態
が
あ

る
。
全
国
の
就
学
援
助
率
は

14
・
３
％
で
７
人
に
１
人

が
就
学
援
助
を
受
け
て
い
る

が
、
当
市
は
８
・
６
％
で

12
人
に
１
人
だ
。
市
の
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
で
は
『
対
象
者
の

判
定
は
、
年
齢
や
家
族
構
成

や
就
学
状
況
、
住
居
（
持
家

か
借
家
か
）
等
に
よ
っ
て
異

な
り
ま
す
の
で
ご
注
意
く
だ

さ
い
』
と
な
っ
て
お
り
、
家

族
構
成
（
モ
デ
ル
）
と
年
間

所
得
と
書
い
て
あ
る
が
、
非

常
に
分
か
り
に
く
い
。
特
に

時
間
を
つ
く
っ
て
全
員
に
知

ら
せ
て
い
く
と
い
う
こ
と
が

必
要
だ
」
と
指
摘
し
、
制
度

の
徹
底
し
た
広
報
と
拡
充
を

求
め
ま
し
た
。

就
学
援
助
制
度
の
徹
底
し
た
広
報
と
拡
充
を
！

就
学
援
助
は
「
義
務
教
育
は
無
償
」
と

し
た
憲
法
第
26
条
な
ど
の
関
係
法
に
基
づ

き
、
経
済
的
に
困
難
な
小
中
学
生
の
い
る

家
庭
に
学
用
品
や
入
学
準
備
金
、
給
食
費

な
ど
を
補
助
す
る
制
度
で
す
。

佐
藤
議
員
は
「
制
度
の
徹
底
し
た
広
報

と
新
た
な
拡
充
」
を
要
請
し
ま
し
た
。

就学援助費支給対象者の収入目安

就学援助費支給額の目安（円／年間）

教
材
費
の
一
部
負
担

解
消
に
動
く



上
図
は
、
各
保
険
者
の
比

較
一
覧
表
で
す
。
市
町
村
国

保
加
入
者
の
平
均
年
齢
が
極

め
て
高
く
平
均
で
令
和
元
年

度
で
53
・
６
歳
で
す
。
従
っ

て
１
人
当
た
り
の
医
療
費
も

高
く
平
均
で
37
・
９
万
円

と
な
っ
て
い
ま
す
。
平
均
所

得
も
極
め
て
低
く
86
万
円

で
す
。
中
小
企
業
の
労
働
者

が
加
入
す
る
協
会
け
ん
ぽ
の

人
た
ち
は
１
５
９
万
円
で
す
。

保
険
料
の
負
担
率
は
市
町
村

国
保
は
10
・
３
％
で
す
が
、

協
会
け
ん
ぽ
は
、
７
・
５
％

と
な
っ
て
い
ま
す
。

全
国
知
事
会
や
市
長
会
は
、

国
保
税
を
協
会
け
ん
ぽ
並
み

に
引
き
下
げ
る
よ
う
国
に
求

め
て
い
ま
す
。
ま
た
、
子
育

て
支
援
策
の
観
点
か
ら
、
子

ど
も
の
「
均
等
割
」
の
軽
減

を
拡
充
す
る
よ
う
求
め
て
い

ま
す
。

佐
藤
議
員
：
18
歳
ま
で
の

子
ど
も
の
均
等
割
を
ゼ

ロ
に
す
る
に
は
１
１
２

６
万
円
程
度
あ
れ
ば
可

能
だ
。
例
え
ば
、
夫

42
歳
、
営
業
所
得
２

０
０
万
円
、
妻
38
歳

（
所
得
な
し
）
、
18

歳
以
下
の
子
ど
も
１
人

の
３
人
世
帯
の
場
合
、

協
会
け
ん
ぽ
並
み
の
保

険
料
に
な
る
。
子
ど
も

を
持
つ
家
庭
の
国
民
健

康
保
険
が
引
き
下
げ
ら

れ
る
結
果
に
な
る
。

市
民
部
長
：
少
子
化
の
背

景
の
一
因
と
さ
れ
て
い

る
子
育
て
世
帯
に
お
け

る
負
担
軽
減
は
、
本
市

だ
け
の
課
題
で
な
く
、

全
国
的
に
も
極
め
て
重

要
な
課
題
で
あ
る
こ
と

か
ら
、
よ
り
一
層
の
子

育
て
し
や
す
い
環
境
づ

く
り
の
一
助
と
す
べ
く
、

引
き
続
き
全
国
市
長
会

を
通
じ
、
国
へ
の
支
援

対
象
及
び
財
政
措
置
の

拡
充
に
係
る
要
望
を
続

け
て
い
き
た
い
。

佐
藤
議
員
は
「
協
会
け
ん

ぽ
と
他
の
保
険
と
違
う
点
は
、

子
ど
も
に
均
等
割
が
掛
か
る

と
い
う
こ
と
だ
」
と
指
摘
、

「
７
０
０
人
の
子
ど
も
た
ち

が
１
１
２
６
万
円
で
救
わ
れ

る
」
と
質
し
ま
し
た
が
、
市

た
だ

民
部
長
は
「
財
政
上
厳
し
い

状
況
だ
」
の
一
点
張
り
の
答

弁
に
終
始
し
ま
し
た
。

（３）２０２３年５月 かすみがうら新聞 １４８号

国
民
健
康
保
険
税

18
歳
ま
で
の
子
ど
も
の
均
等
割
を
な
く
せ
！

か
す
み
が
う
ら
市
は
令
和
４
年
度
か

ら
国
民
健
康
保
険
税
を
『
所
得
割
』

（
８
・
５
％
）
と
『
均
等
割
』
（
４
万

６
千
円
）
の
２
方
式
に
し
ま
し
た
。
18

歳
ま
で
の
子
ど
も
の
均
等
割
に
つ
い
て

は
市
独
自
で
半
額
に
し
ま
し
た
。
し
か

し
、
加
入
世
帯
の
３
割
超
が
引
き
上
げ

に
な
る
と
し
て
佐
藤
議
員
と
設
楽
議
員

は
反
対
し
ま
し
た
。

佐
藤
議
員
は
「
18
歳
ま
で
の
子
ど
も

の
均
等
割
を
ゼ
ロ
に
す
る
に
は
１
１
２

６
万
円
程
度
あ
れ
ば
可
能
だ
」
と
述
べ
、

子
ど
も
の
い
る
家
庭
の
国
保
税
の
引
き

下
げ
を
求
め
ま
し
た
。

千
百
万
円
程
度
で

七
百
人
の
子
ど
も

た
ち
が
救
わ
れ
る

佐
藤
議
員
は
「
一
般
会
計

の
説
明
に
よ
れ
ば
霞
台
旧
ご

み
処
理
施
設
解
体
工
事
費
総

額
は
令
和
５
年
か
ら
７
年
度

で
12
億
３
千
万
円
に
な
る
。

し
か
し
当
か
す
み
が
う
ら
市

は
石
岡
市
（
旧
八
郷
町
）
と

土
浦
市
（
旧
新
治
村
）
で
新

治
広
域
事
務
組
合
が
運
営
す

る
ご
み
処
理
施
設
『
環
境
ク

リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
』
を
使
用

し
て
い
た
た
め
解
体
費
用
約

16
億
円
は
３
市
で
負
担
し
て

い
る
。

従
っ
て
、
旧
ご
み
処
理
施

設
の
解
体
費
用
は
、
使
用
し

て
い
た
そ
れ
ぞ
れ
の
自
治
体

が
負
担
す
る
の
は
当
然
だ
。

私
は
昨
年
10
月
、
組
合
予

算
の
霞
台
厚
生
施
設
組
合
負

担
金
の
う
ち
霞
台
旧
施
設
解

体
調
査
設
計
業
務
委
託
料
に

つ
い
て
『
支
払
差
止
』
の
住

民
監
査
請
求
を
行
っ
た
。
そ

の
結
果
、
監
査
委
員
ら
は
宮

嶋
市
長
に
対
し
て
『
解
体
調

査
設
計
業
務
委
託
料
負
担
分

約
４
百
万
円
を
支
出
し
て
は

な
ら
な
い
』
と
勧
告
し
た
。

令
和
５
年
度
霞
台
厚
生
施

設
組
合
一
般
会
計
予
算
案
に

霞
台
旧
ご
み
処
理
施
設
の
解

体
費
用
が
計
上
さ
れ
て
い
る
。

当
市
の
負
担
は
認
め
ら
れ
な

い
」
と
述
べ
反
対
し
ま
し
た
。

こ
の
問
題
で
、
か
す
み
が

う
ら
市
議
会
は
３
月
24
日
、

霞
台
厚
生
施
設
組
合
の
負
担

金
に
係
る
調
査
特
別
委
員
会

を
設
置
す
る
こ
と
に
な
り
ま

し
た
。

霞
台
厚
生
施
設
組
合
議
会

霞
台
旧
ご
み
処
理
施
設
解
体
費
総
額
12
億
３
千
万
円

佐
藤
議
員

か
す
み
が
う
ら
市
の
負
担
に
反
対

２
０
２
３
（
令
和
５
）
年
霞
台
厚
生

施
設
組
合
議
会
第
１
回
定
例
会
は
２
月

16
日
開
会
さ
れ
、
同
組
合
の
令
和
５
年

度
一
般
会
計
予
算
ほ
か
５
議
案
が
賛
成

多
数
で
可
決
さ
れ
ま
し
た
。
佐
藤
議
員

は
、
霞
台
旧
ご
み
処
理
施
設
解
体
費
用

総
額
（
３
年
継
続
費
）
が
12
億
３
２
６

３
万
円
に
な
る
こ
と
を
指
摘
し
た
上
で
、

「
同
組
合
の
旧
ご
み
処
理
施
設
の
解
体

費
用
に
つ
い
て
、
か
す
み
が
う
ら
市
が

負
担
す
る
必
要
は
な
い
」
と
主
張
し
反

対
し
ま
し
た
。

か
す
み
が
う
ら
市
選
出
の
議
員
は
４

名
（
矢
口
龍
人
、
佐
藤
文
雄
、
岡
﨑
勉
、

鈴
木
貞
行
）
で
す
が
、
反
対
し
た
の
は

矢
口
議
員
と
佐
藤
議
員
の
２
名
で
し
た
。

そ
の
外
に
日
本
共
産
党
の
小
松
豊
正
議

員
（
石
岡
市
議
会
選
出
）
が
、
廃
プ
ラ

ス
チ
ッ
ク
リ
サ
イ
ク
ル
へ
の
対
応
や

「
地
域
還
元
施
設
の
使
用
料
が
高
い
」

と
し
て
反
対
し
ま
し
た
。

か
す
み
が
う
ら
市
議
会

調
査
特
別
委
員
会
を
設
置



大
軍
拡
、
悪
法
推
進
の

岸
田
政
権
。
敵
基
地
攻
撃

能
力
保
有
を
閣
議
決
定
で

推
進
す
る
の
は
、
安
保
法

制
の
時
の
よ
う
な
国
民
的

な
批
判
を
回
避
し
た
い
が

た
め
。
ま
た
、
大
軍
拡
を

借
金
で
賄
う
や
り
方
は
、

ま
か
な

消
費
税
大
増
税
の
批
判
を

免
れ
た
い
た
め
。
国
民
無

視
の
政
治
は
、
国
民
の
批

判
を
恐
れ
る
弱
さ
の
現
れ
。

だ
か
ら
米
国
・
財
界
頼

み
と
な
る
。
米
国
の
要
求

に
応
え
て
敵
基
地
攻
撃
能

力
保
有
を
行
い
、
Ｆ
Ｍ
Ｓ

で
米
国
兵
器
爆
買
い
を
す

る
と
と
も
に
、
財
界
の
要

求
に
応
え
て
原
発
産
業
救

済
法
案
や
軍
需
産
業
支
援

法
案
を
推
進
す
る
。

米
国･

財
界
頼
み
と
な
っ

て
い
る
こ
と
が
、
い
っ
そ

う
国
民
と
の
矛
盾
を
拡
大

し
て
い
る
。

Ｇ
７
を
機
に
、
時
代
遅

れ
の
岸
田
政
治
が
際
立
っ

て
い
る
。
Ｌ
Ｇ
Ｂ
Ｔ
保
護

法
が
な
い
の
は
日
本
だ
け
。

石
炭
火
力
発
電
に
し
が
み

つ
い
て
い
る
の
も
日
本
だ

け
。
こ
ん
な
時
代
逆
行
の

政
治
を
変
え
て
い
こ
う
！

こ
の
間
、
市
民
の
た
た

か
い
で
、
学
術
会
議
法
案

提
出
を
断
念
に
追
い
込
ん

だ
。
国
民･

労
働
者
の
共

同
を
広
げ
ま
し
ょ
う
！

「
国
民
が
反
対
し
て
い

る
の
に
、
ど
う
し
て
こ
の

声
を
聞
か
な
い
の
か
」―

―

あ
る
集
ま
り
で
こ
ん
な

質
問
が
出
さ
れ
ま
し
た
。

国
会
で
は
、
原
発
推
進

等
５
法
案
、
マ
イ
ナ
ン
バ
ー

法
等
改
定
案
、
入
管
法
改

悪
案
、
軍
需
産
業
支
援
法

案
な
ど
、
問
題
点
が
次
々

と
明
ら
か
と
な
り
反
対
の

声
が
広
が
る
な
か
で
、
こ

れ
ら
の
法
案
が
衆
議
院
で

可
決
さ
れ
ま
し
た
。
議
員

会
館
前
で
は
抗
議
の
声
が

あ
が
り
続
け
ま
し
た
。

私
も
、
市
民
団
体
の
み

な
さ
ん
が
「
原
発
回
帰
を

許
さ
な
い
」
と
何
度
も
開

い
た
集
会
で
国
会
審
議
の

状
況
を
報
告
し
、
参
加
者

の
み
な
さ
ん
と
エ
ー
ル
を

交
換
し
て
き
ま
し
た
。
原

発
推
進
等
５
法
案
の
審
議

が
参
議
院
で
始
ま
る
こ
と

に
な
り
ま
す
が
、
徹
底
的

な
審
議
で
廃
案
に
追
い
込

み
た
い
。

法
案
に
賛
成
し
よ
う
と

し
て
い
た
会
派
が
反
対
に

態
度
を
変
え
る
な
ど
、
世

論
と
運
動
が
政
治
を
動
か

し
て
い
ま
す
。
国
内
外
の

科
学
者
の
批
判
の
声
が
高

ま
り
、
日
本
学
術
会
議
法

改
悪
案
の
今
国
会
の
提
出

を
断
念
さ
せ
ま
し
た
。
後

半
国
会
も
み
な
さ
ん
と
力

を
合
わ
せ
た
い
と
思
い
ま

す
。

２０２３年 ５月（４）かすみがうら新聞１４８号

４
月
１
日
か
ら
乗
合
タ

ク
シ
ー
の
運
用
が
大
き
く

改
善
さ
れ
た
。
料
金
が
６

０
０
円
か
ら
３
０
０
円
に

値
下
げ
、
一
部
で
乗
り
換

え
な
し
で
他
地
域
へ
の
乗

り
入
れ
も
可
能
と
な
り
、

霞
ヶ
浦
地
区
か
ら
ベ
イ
シ

ア
玉
造
店
ま
で
３
０
０
円

で
利
用
で
き
る
よ
う
に
な
っ

た
。
利
用
者
か
ら
「
涙
が

出
る
ほ
ど
嬉
し
い
」
「
今

ま
で
普
通
タ
ク
シ
ー
で

９
０
０
０
円
か
か
っ
て

い
た
通
院
に
利
用
し
た

い
」
「
早
速
、
利
用
登

録
を
し
て
友
達
３
人
で

ベ
イ
シ
ア
に
行
っ
て
来

た
。
ま
た
行
き
た
い
。
」

な
ど
の
喜
び
の
声
が
上
が
っ

て
い
る
。

一
時
は
廃
止
が
決
ま
っ

て
い
た
乗
合
タ
ク
シ
ー
が

大
幅
な
改
善
を
公
約
と
し

た
新
市
長
の
誕
生
で
新
し

い
一
歩
を
踏
み
出
し
た
。

声
を
上
げ
れ
ば
市
政
は
変

わ
る
、
市
政
が
変
わ
れ
ば

私
た
ち
の
暮
ら
し
を
変
え

る
こ
と
が
で
き
る
と
い
う

「
希
望
」
を
学
ん
だ
こ
の

４
年
間
の
存
続
運
動
で
あ
っ

た
。
（
大
和
田
Ｈ
・
Ｉ
）

昨
年
６
月
か
ら
年
金
が

減
ら
さ
れ
10
月
に
は
医

療
費
の
窓
口
負
担
が
１
割

か
ら
２
割
に
な
り
、
加
え

て
円
安
に
よ
る
物
価
高
で
、

私
達
の
生
活
は
苦
し
め
ら

れ
て
い
ま
す
。
今
年
１
月
、

岸
田
首
相
は
訪
米
し
て
軍

事
費
を
こ
れ
ま
で
の
Ｇ
Ｄ

Ｐ
比
１
％
だ
っ
た
も
の
を

２
％
に
し
、
５
年
間
で

43
兆
円
に
す
る
こ
と
を

約
束
し
て
き
ま
し
た
。
財

源
は
法
人
税
や
た
ば
こ
税

の
ほ
か
東
日
本
大
震
災
の

復
興
財
源
で
あ
る
復
興
特

別
所
得
税
の
半
分
近
く
や
、

さ
ら
に
は
国
会
で
も
議
論

さ
れ
て
知
り
ま
し
た
が
、

「
医
療
・
年
金
の
財
源
」

も
流
用
す
る
こ
と
が
計
画

に
入
っ
て
い
ま
す
。
こ
ん

な
こ
と
が
、
実
行
さ
れ
た

ら
国
民
の
生
活
は
戦
前
の

よ
う
に
「
欲
し
が
り
ま
せ

ん
。
勝
つ
ま
で
は
」
に
な
っ

て
し
ま
う
の
で
は
な
い
で

し
ょ
う
か
。

か
す
み
が
う
ら
市
に
も

『
平
和
の
会
』
が
あ
り
毎

年
『
原
爆
と
人
間
展
』
も

開
い
て
お
り
、
見
に
来
て

く
れ
る
人
も
増
え
て
い
ま

す
。
戦
後
78
年
経
ち
ま

す
が
、
ま
だ
戦
争
の
大
変

さ
を
話
し
て
く
れ
る
人
は

い
ま
す
。
是
非
そ
う
い
う

人
た
ち
の
話
も
聞
い
て
、

今
の
状
況
は
「
“
新
し
い

戦
前
”
だ
ね
」
な
ど
と
言

わ
れ
な
い
社
会
に
し
て
い

き
た
い
で
す
。

（
稲
吉
東
Ｒ
・
Ｋ
）

乗
合
タ
ク
シ
ー
改
善

で
喜
び
の
声

読者の広場 大
軍
拡
反
対
の
運
動

で
生
活
守
ろ
う
！

2023年２月19日ロシア侵略１年のスタンディング

国
民･

労
働
者
の
共
同
を
広
げ
、
大
軍
拡

･

悪
法
推
進
の
岸
田
政
権
を
変
え
よ
う
！

埼玉中央メーデーであいさつする塩川鉄也
衆院議員＝５月１日、さいたま市内

「ＧＸ推進法案」の採決で反対討論する
いわぶち友参院議員＝４月２７日、経

済産業委員会

世
論
と
運
動
が
政
治
を
動
か
し
て
い
る

後
半
国
会
も
み
な
さ
ん
と
力
を
合

わ
せ
悪
法
廃
案
へ


